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宮古諸島産昆虫に関する文献目録 

 

小浜 継雄（沖縄県宜野湾市） 

 

宮古諸島の昆虫類について、東（1975）は当

時までに発行された主な文献をまとめ、田中

（1977）は、宮古諸島のチョウについての文献

をまとめている。また当山ら（1981）は、昆虫

類を含む宮古諸島の動物に関する文献目録を報

告している。1980年代以降、宮古諸島の昆虫に

ついての報告が増加しているが、その後、宮古

諸島の昆虫に関する文献について、まとまった

報告はないようである。筆者は、宮古諸島の昆

虫相の特徴（小浜・砂川、2019）および宮古諸

島産昆虫目録（小浜・砂川、2020）を作成する

ため、関連する文献－宮古諸島の昆虫について

の分類、分布、生物地理、移動・分散、行動、

生態、生活史、害虫防除および総説など－を収

集した。そして、その後も文献収集を継続して

きた。今回、収集したこれらの文献をまとめ、

宮古諸島の昆虫に関する資料として文献目録を

作成した。 

本目録には、東（1975）や田中（1977）、当

山ら（1981）に掲載された文献を含め、2020

年 12 月までに発行された、宮古諸島産の昆虫

類に関する文献－論文や報告文、昆虫目録類、

単行本（図鑑類を除く）を収録した。昆虫関係

の出版物は、学会誌、報告書、商業誌、単行本

などのほか、地方の同好会誌を含めると、かな

りの数になる。したがって、本目録から抜けて

いる文献が少なからずあると思われる。ご教示

いただければ幸いである。 

目録作成にあたり、文献収集に協力いただい

た、佐々木健志、長田勝、比嘉正一、小松知普、

島袋美由紀、青木一宰および(故)東清二の各氏

に厚くお礼を申し上げる。 

宮古諸島産昆虫に関する文献目録 

文献は、著者のアルファベット順に配列し、

雑誌名はフルネームで示した。 
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安藤清志・林 靖彦（2018）宮古列島産ゴミム

シダマシ科甲虫の新記録．さやばねニューシ
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布追加記録．琉球の昆虫(39): 219-224． 

青柳 克（2018）沖縄本島及び多良間島からの

キボシアシブトマキバサシガメの新記録．
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入者たち．桐谷圭治(編) 日本の昆虫－侵略と

撹乱の生態学: 115-121. 東海大学出版会．東

京． 

東 清二（2013）沖縄昆虫誌．272pp. 16pls. 榕



宮古島市総合博物館紀要 第 25号（2021） 

 

 

 

樹書林．宜野湾・沖縄． 

東 清二・木元新作（1975）宮古島のハムシ相．

琉球大学農学部学術報告(22): 125-129. 

東 清二・木元新作（1981）沖縄の離島のハム
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